
環境経営レポート

対象期間：2022年4月1日～2023年3月31日

発行日 ：2023年4月18日
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行動指針

『即・誠実・運鈍根・熟慮断行』

会社概要
会社名 三洋グラビア株式会社

設立 1957年

資本金 5,009万円

代表者 代表取締役社長 原敬明

売上高 41.2億円（2022年度）

従業員数 160名

事業内容 巻取り製品・製袋製品の企画・製造・販売

所在地【本社】長野県伊那市西箕輪2415 【みまよせファクトリー】長野県伊那市荒井3768

【東京営業所】東京都中野区5-67-4中野北口ビル4F【東海営業所】愛知県春日井市中央通1-8-1トーワビルド2F

革新的コンバーティング技術で、新たな標準と

未来の秩序を想像し、パートナーと共に『包むチカラ』で

いつもの毎日を変えいて行きます。

経営理念



環境方針 2016年4月20日制定 代表者 原敬明

製品製造と地球環境の調和を経営の最重要課題の一つとし地球環境の保全と向上に社会的責任を果たします。
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行動指針

1. 製造工程における環境影響を明確にし、環境保全に配慮した環境目標を設定し改善活動を推進します。

2. 設定した環境目標を達成するために継続的に改善活動を計画・実行・評価・改善し汚染の予防に努めます。

3. 製造工程で次の事項を環境管理重点テーマとして取り組みます。

-1 主要原材料の原紙・レジン・インキ・接着剤・溶剤の有効活用を促進し、生産量あたりの廃棄物を削減します。

-2 主要エネルギーである電気・LPGの使用量を節減する活動を推進します。

4. 法令・規則及び当社が同意する他の要求事項を遵守して環境保全に取り組みます。

5. 環境方針を社内外に開示すると共に社員の環境保全教育を実施します。
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会社沿革

昭和32年 三洋写研として創業

（印刷関係・出版向けの写真凸版を製作）

昭和36年 資本金30万円にて法人開設

昭和42年 写真製版業に加えグラビア印刷部門開設

平成4年     三洋グラビア株式会社へ社名変更

平成6年     東京営業所開設

平成11年 「ハイブリッドグラビア」製法特許取得

平成13年 ウイングファクトリー（現本社）完成

平成18年 東海営業所開設

平成25年 エクストルージョンラミネート機導入

平成29年 製版部門を本社ウイングファクトリーへ移設

（全自動レーザー製版設備、彫刻機K500導入）

平成30年 FSSC22000認証取得

令和2年    多巻取り対応高速スリット機1台新設

令和4年 三方チャック機2台新設

全自動レーザー製版設備

エクストルージョンラミネート機
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経理本部

経理課 購買課

営業本部

企画制作部

デザイン課 製作課

営業部

東京営業部 東海営業部本社営業部

生産本部

第三製造部
ラミネート課

第一製造部 製版課

第四製造部 製袋課

第二製造部 印刷課

管理本部 業務管理部

資材課 工程管理課 物流課

経営企画室

EA21事務局

環境管理責任者

（経営企画室室長）

組織図

製版棟（2017年増設）

6
みまよせファクトリー

認証登録範囲は全組織・全活動を対象とする
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環境経営システム 役割・責任・権限表

役割・責任・権限

社長

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの運用に必要な資源の提供

・環境方針の策定・見直し

・環境経営活動の評価及び見直し

環境管理責任者

・環境経営システムの構築・管理

・環境関連法規の遵守及び情報収集

・環境経営目標の策定

・環境経営活動の評価及び見直し

・環境レポートの作成

事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境レポート作成に必要な情報提供

部門長

・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境方針の周知

・自部門の社員への教育訓練の実施

・緊急事態に対する対応訓練の実施

全社員 ・環境方針の理解と環境経営活動への積極的な参加
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主な環境経営計画（部署別）

会社目標 関連目標 全社 営業本部 管理本部 生産本部

二酸化炭素排出量削減

チーム活動＊1） ○

工程内異常削減 ○

OEE数値向上 ○ ○

WEBミーティング推進 ○

バイオマスPE使用量増加 ○

LED化 ○

廃棄物排出量削減

ロス削減 ○

スキルマップの運用 ○

製版のヤレ版削減 ○

工程内異常削減 ○

水使用量削減

製版クローズドシステムの効率運用 ○

ボイラーの効率運用 ○ ○

節水 ○

化学物質使用量削減

白水性インキの促進 ○

顧客クレーム・工程内異常削減 ○

再版の削減 ○ ○

グラビア版の耐摩耗性向上 〇

＊1）チーム活動：全社員参加の小集団活動



9

過去の実績と環境経営目標
会社目標 目標値 単位 21年度（実績） 22年度（目標） 22年度（実績） 22年度（評価） 23年度（目標） 中期目標（～25年）

生産ｍ数 86,698,402 79,706,679

環
境
負
荷
低
減
（
共
通
）

二酸化炭素排出量削減

前年比
原単位
1％削減

kg-CO2/生産ｍ数
*100

(kg-co2)

4.056
(3,516,603kg-co2)

4.01544
4.185

(3,336,419kg-co2)

×目標未達成
4.01544 4.06

生産量の減少が影響大

廃棄物排出量削減
廃棄物量/生産ｍ数

*100
（㎏）

0.827
（717,722㎏）

0.81873
0.755

（602,217㎏）

〇目標達成
0.819 0.732

ロス低減が影響大

水使用量削減
水使用量/生産ｍ数

*100
0.0161

（13,962㎥）
0.015939

0.020
（16,481㎥）

×目標未達成
0.015939 0.1940夏場の屋根散水が影響

大

化学物質使用量削減
化学物質使用量/生産

ｍ数*100
0.869

（753,905kg）
0.860

0.948
（755,722㎏）

×目標未達成
0.93555 0.916平均色数の上昇による

影響大

環
境
負
荷
低
減
（
独
自
）

ロス削減 4.00% % 4.42 4.38 4.28
△目標未達成

4.0 4.0 前年比より削減出来て
いる

白水性インキの使用量増
加

年率50%上昇 % 5.21 13% 4.8
×目標未達成

7.2% 16.2%
継続的改善を図る。

バイオマスPEの使用量増
加⇒残渣物によるトラブ
ル未然防止の為2023年度

より廃止

3% % 3% 3% 3%
〇

バイオマスPE使用方法
の技術確立に成功

0% 0%

労働生産性
生産数/総労働時間/人数

前年比
原単位
1％上昇

印刷：m数
ラミネート：ｍ数
スリット：ｍ数
製袋：ショット数

印刷
43.27

印刷
43.7

印刷
45.3

〇目標達成
段取り支援体制による

影響大
45.7 46.6

ラミネート
180.90

ラミネート
182.7

ラミネート
179.4

△目標未達成
生産量減少による稼働

停止時間が影響
181.1 184.8

スリット
813.96

スリット
821.1

スリット
850.3

〇目標未達成
適切な人員による生産

体制による影響
858.8 876

製袋
67.13

製袋
67.8

製袋
68.9

〇目標未達成
ショット数UP取組に

よる影響
69.5 70.9

＊環境負荷低減（共通）は全事業所（本社ウイングファクトリー・みまよせファクトリー・東京営業所・東海営業所）を対象としております。

＊2018年度中部電力の調整後排出係数 0.452kg-CO2/kwhを使用しました。
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環境経営活動の達成状況 取り組み①

【使用エネルギーの削減】①使用電力の削減

《製造部門》

・ドライラミネート機（排風機）、インバーター制御による周波数変更（15kw低減）⇒年間88,200kw相当
・チラー（循環水用）の稼働時間削減

【使用エネルギーの削減】②使用ＬＰＧの削減

《非製造部門》
・空調温度の適性化 冬季22℃（従来27℃前後）
・印刷機、ドライラミネート機のドレントラップの更新
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環境経営活動の達成状況 取り組み②

【使用エネルギーの削減】③ガソリンの使用量削減。
コロナによる商談スタイルの変化が定着したが、今後営業活動が盛
活発化し、増加する可能性あり：前年比▲5%を目標とします。

【廃プラ削減】④ロス率削減
2022年度は昨年を下回り、4.28％。ロス減少は廃棄コストに加え、
利益に直結する為、継続改善を図る。
ロス率：4.0%を目標とします。
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環境経営活動の達成状況 取り組み③

【特別管理産業廃棄物の削減】⑤資源の再利用（kg）
標準特色・ロス低減の取組の影響が大きい。2022年3月より溶剤再
生装置を導入⇒大きな効果が見込まれる。

特別管理産業廃棄物（引火性廃油）：前年比▲3%を目標とします。

【環境配慮製品づくり】⑥白水性インキの使用率増加
白インキを油性タイプから水性タイプへ切替を図り、環境配慮製品
づくりを図ります。

白水性インキ使用率：前年比50%増加を目標とします。
＊全体の製造品に占める白水性インキ使用製品
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環境経営活動（その他）

【アダプトシステム制度締結】

（長野県）信州ふるさとの道ふれあい事業
（伊那市）伊那市うるおいの郷づくりふれあい事業

【フードバンク】認定特定非営利活動法人フードバンク信州主催

2018年より参加（年4回活動）
2022年度：138.1kg（寄付実績）
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環境関連法規の順守状況
主な適用法規な 当社の順守状況

大気汚染防止法 測定記録に問題なし

水質汚濁防止法 測定記録に問題なし

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 委託契約書、マニフェスト管理
（問題なし）

労働安全衛生法 法定管理責任者の選任、健康診断
（特殊含む）に問題なし、安全衛
生委員会の毎月開催

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律 行政へ届出（問題なし）

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律 定期点検1回/年 自主点検4回/年

特定工場における公害防止組織の整備に関する法律 公害防止管理者（水質2種）届け済

過去3年間、違反・訴訟及び地域住民からの苦情はありません。



環境方針 変更なし
環境目標・環境計画 全体目標を踏まえ、各部署の取り組み事項の作成
実施体制 変更なし
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代表者による全体評価と見直し結果及び指示事項

【環境方針・環境目標・環境計画及び実施体制変更の必要性】

【統括的な見直し指示】

①標準特色の浸透及び残ボンドの削減によるさらなる特別管理廃棄物の削減
②ロス削減による産業廃棄物（廃プラ）の削減

【今年度（2023年度）の環境経営目標及び環境経営計画】

2022年1月以降、対前年比2割の電気使用量削減を達成。2023年4月～12月も対前年比2割の電気使用量削減を図
る。


	スライド 1: 環境経営レポート
	スライド 2: 目次
	スライド 3
	スライド 4: 環境方針　2016年4月20日制定　代表者　原敬明
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15: 環境方針　　　　　　変更なし 環境目標・環境計画　全体目標を踏まえ、各部署の取り組み事項の作成 実施体制　　　　　　変更なし

